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これを調べる為に α， a' diphenyl-ﾟ-picrylhydrazyl (DPPH) とょう京で新しい錯化合物を作り，
電子磁気共鳴および帯磁率の測定結果から次のような結論を得た。この錯化合物は DPPH ・ 2 I2 の形
で表され， DPPH の不対電子がょう素の方に移動して電荷移動構造が生じ，移動した不対電子はここ









関するものであるが， その特徴は， 有機半導体の研究ではまだ行なわれていなかった方法， すなわ
ち交流で導電率を測定し非定常の電界下における電流担体の振舞から電気伝導機構を調べたものであ
る。電子磁気共鳴の測定結果と合わせて次の様な結論が得られた。この化合物では電荷移動構造によ















K以上の高温領域でバンド性伝導， 150 0 K以下の低温領域ではホッピング伝導をすることを明らかに
している。
さらに DPPH 単結晶の抵抗の圧力変化が大きいこと， それから求めたヤング率が音速から求めた
ものとよく一致することを見出している。
乙のように本論文は最近電気工学の方面で用途がひろがりつつある電荷移動型有機半導体中の電気
伝導機構の解明に重要な手がかりをあたえるものであり，充分博士論文としての価値があるものと認
める。
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